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本
書
は
、
二
〇
二
一
年
に
五
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
日
本
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
長
期
的
影
響
に
関
す
る
学
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
成
果
を
世
に
問
う
た
め
、
各
発
表
者
が
、
発
表
内
容
も
し
く
は
発
表
内
容
に
関
連
す
る
課
題
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
ま
と
め
た
論
考
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
が
経
験
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
）
を
、
従
来
に
な
い
視
点
を
加
え
て
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
精
神
医
学
・
心
理
療
法
と
い
う
臨
床
学
の
視
点
と

─
そ
れ
に
付
随
す
る
も
の
だ
が

─
ト

ラ
ウ
マ
の
、
と
く
に
文
化
的
ト
ラ
ウ
マ
の
視
点
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
現
在
の
国
際
情
勢
に
関
係
す
る
巨
大
な
事
象
で
あ

り
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
が
国
際
的
・
国
内
的
政
治
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今
述
べ
た
視
点

に
立
っ
て
、
特
定
の
政
治
的
立
場
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
旨
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
企
画
が
生
ま
れ
た
原
点

に
あ
た
る
竹
島
正
氏
と
オ
イ
ゲ
ン
・
コ
ウ
氏
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
あ
と
が
き
」
に
く
わ
し
い
。

　

ト
ラ
ウ
マ
の
十
分
な
理
解
が
普
及
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
在
だ
か
ら
こ
そ
確
認
し
て
お
き
た
い
が
、
心
理
療
法
の
実
践
と
ト

ラ
ウ
マ
理
解
か
ら
考
え
た
と
き
、
戦
争
体
験
を
ト
ラ
ウ
マ
の
視
点
を
含
め
て
検
討
す
る
に
は
、
心
的
な
ト
ラ
ウ
マ
に
焦
点
を
当
て
る

の
み
で
は
足
り
な
い
。
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
出
来
事
の
事
実
と
、
そ
の
出
来
事
が
引
き
起
こ
し
た
身
体
・
心
理
・
社
会
へ
の
作
用
、
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そ
し
て
社
会
に
お
け
る
そ
の
扱
い
と
い
っ
た
、
事
象
の
全
体
を
視
野
に
収
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
視
野
は
、
も
ち
ろ
ん
、
第
二
次

世
界
大
戦
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
引
き
起
こ
し
た
ト
ラ
ウ
マ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
の
日
本
の
歴
史
文
化
的
ト
ラ
ウ

マ
に
ま
で
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
対
策
も
、
そ
れ
ら
複
数
の
視
点
か
ら
、
そ
し
て
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
な
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
し
た
見
方
は
、「
生
物
心
理
社
会
モ
デ
ル
」
と
い
う
言
葉

─
ト
ラ
ウ
マ
の
一
つ
の
形
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て

も
こ
の
モ
デ
ル
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

─
で
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
心
理
的
側
面
以
外
の
知
見
も
幅
広
く
確
認
し
共

有
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
社
会
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
歴
史
学
、
社
会
学
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
、
日
本
の

戦
争
体
験
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
向
き
合
っ
て
き
た
方
々
に
協
力
を
仰
ぎ
、
共
同
し
て
作
業
に
取
り
組
ん
だ
成
果
が
本
書
で
あ
る
。

　

構
成
を
具
体
的
に
い
え
ば
、
ま
ず
第
Ⅰ
部
で
、
日
本
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
経
験
を
構
成
し
て
い
る
事
実
を
確
認
し
、
第

Ⅱ
部
で
、
戦
争
で
起
こ
っ
た
事
態
に
対
す
る
社
会
の
、
あ
る
い
は
国
の
対
応
を
た
ど
る
。
第
Ⅲ
部
で
は
、
日
本
の
戦
争
体
験
の
処
理

に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
個
人
か
ら
国
ま
で
、
ま
た
文
化
に
も
浸
透
し
て
い
る
加
害
─

被
害
関
係
に
お
け
る
立
場
を
検
討
し
、

第
Ⅳ
部
で
そ
れ
ら
全
体
を
踏
ま
え
た
長
期
的
影
響
を
考
え
る
。
第
Ⅴ
部
に
は
、
発
表
者
以
外
の
三
名
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
へ

の
応
答
と
、
最
終
回
で
行
わ
れ
た
オ
イ
ゲ
ン
・
コ
ウ
氏
の
講
演
を
収
録
し
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
た
と
え
ば
事
実
を
確
認
す
る
第
Ⅰ
部
に
収
録
さ
れ
た
主
題
で
戦
争
の
事
実
の
全
体
を
カ
ヴ
ァ
ー
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
扱
う
範
囲
は
限
ら
れ
る
と
し
て
も
、
第
Ⅰ
部
あ
る
い
は
第
Ⅱ
部
が
扱
う
よ
う
な
事
実
へ
の

視
点
を
も
ち
な
が
ら
、
続
く
各
章
が
扱
う
内
容
の
そ
れ
ぞ
れ
に
注
目
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
た
と
え
ば
本
書
の
部
の
一
つ
が
扱
う
主
題
に
絞
っ
て
論
考
を
ま
と
め
た
本
や
、
一
つ
の
学
問
分
野
の
な
か
で
編
集
さ
れ

た
本
と
は
性
格
が
異
な
り
、
個
々
の
主
題
に
関
す
る
記
述
量
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
逆
に
、
戦
争
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
的

事
象
を
全
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
、
各
分
野
の
研
究
者
、
実
践
家
の
共
同
に
よ
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
こ
そ
可
能
な
視
野
が
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
得
ら
れ
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

最
後
に
付
け
加
え
る
と
、
二
〇
二
一
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
用
い
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
採
用
し
た
「
第
二
次
世
界
大
戦
」
と
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い
う
概
念
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
範
囲
の
事
象
を
、
本
書
は
扱
っ
て
い
る
。
日
本
が
経
験
し
た
戦
争
を
、
地
域
を
限
定
し
つ
つ
時
間
的

に
よ
り
長
い
ス
パ
ン
で
捉
え
る
た
め
に
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」「
一
五
年
戦
争
」
な
ど
の
概
念
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
章

に
よ
っ
て
対
象
の
範
囲
や
視
野
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
書
で
は
あ
え
て
呼
称
の
統
一
は
行
わ
ず
、
各
執
筆
者
に
選
択
を
委
ね
る
こ

と
に
し
た
。
い
ず
れ
を
用
い
る
に
せ
よ
、
広
い
視
野
に
お
い
て
日
本
の
戦
争
体
験
を
学
際
的
に
考
え
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
お

び
た
だ
し
い
戦
争
研
究
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
領
域
の
あ
る
空
白
を
埋
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

�

森
　
茂
起
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日
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中
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３
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／
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／
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／
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／
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／
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史
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５
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／
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／
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と
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／
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』
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偽
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７
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九
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／
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／
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り
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第
８
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／
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り
に
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追
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／
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／
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と
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／
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論

［
第
Ⅲ
部　
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］
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岡　

檀	

157

戦
争
被
害
者
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
／〝
被
害
〟
と
は
何
か

─
あ
る
慰
安
婦
被
害
者
の
語
り
か
ら
／

慰
安
婦
被
害
者
の
願
い
は
何
か
／
戦
後
も
続
く
被
害
者
の
苦
し
み
を
強
め
た
も
の
、
和
ら
げ
た
も
の
／
現

在
の
研
究
テ
ー
マ
へ
の
つ
な
が
り
／
何
を
聞
き
、
ど
の
よ
う
に
記
録
に
残
す
の
か
／〝
事
実
〟
だ
け
が

〝
真
実
〟
で
は
な
い
／
経
験
の
浅
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
陥
り
や
す
い
過
ち
／
む
す
び
に
か
え
て



第
12
章　
「
い
け
に
え
の
島
」
に
お
け
る
住
民
と
兵
士
の
相
克
、

そ
し
て
沖
縄
戦
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
発
見･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

蟻
塚
亮
二	

167

「
ヨ
ソ
モ
ノ
」
だ
か
ら
見
え
る
こ
と
も
あ
る
／
琉
球
処
分

─
琉
球
王
国
の
植
民
地
化
／
琉
球
語
の
廃
絶
、

同
化
と
差
別
／
時
間
稼
ぎ
の
た
め
の
沖
縄
戦
／
集
団
自
決
／
晩
発
性
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
／
沖
縄
に
対
す
る
差
別
と

沖
縄
戦
が
今
も
与
え
る
影
響
／
故
郷
の
山
や
景
色
は
自
分
の
一
部
／
沖
縄
の
人
は
悲
し
む
こ
と
が
で
き
る

第
13
章　

日
本
軍
兵
士
と
「
加
害
者
の
ト
ラ
ウ
マ
」･･･････････････････････････････････････････････････････････････

中
村
江
里	

179

は
じ
め
に
／「
普
通
の
」
兵
士
た
ち
に
よ
る
戦
争
犯
罪
／
加
害
行
為
と
そ
れ
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
の
語
り
に

く
さ
／
兵
士
た
ち
の
ト
ラ
ウ
マ

─
加
害
と
被
害
の
二
重
性
か
ら
考
え
る
／
お
わ
り
に

─
加
害
者
の
ト

ラ
ウ
マ
概
念
の
提
起
す
る
問
題
と
課
題

第
14
章　

な
ぜ
こ
ん
な
目
に
遭
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か

─
原
爆
被
害
者
の
苦
し
み
と
そ
の
意
味
の
追
求･･･････････････････････････････････････････････････････････････････

根
本
雅
也	

194

は
じ
め
に
／
原
爆
が
も
た
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
／
心
の
傷

─
被
害
の
な
か
に
あ
る
〈
加
害
〉
の
意

識
／
死
や
苦
し
み
に
意
味
は
あ
る
の
か

─
一
九
八
五
年
の
原
爆
被
害
者
調
査
の
検
討
／
お
わ
り
に

第
15
章　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学
か
ら
み
た
ト
ラ
ウ
マ
─
四
つ
の
論
考
か
ら
考
え
る･････････････････

川
野
健
治	

207

罪
悪
感
と
応
答
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
／
持
続
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
／
ト
ラ
ウ
マ
が
語
ら
れ
る
と
こ
ろ



［
第
Ⅳ
部　
第
二
次
世
界
大
戦
の
長
期
的
影
響
］

第
16
章　
［
実
践
報
告
］
日
中
戦
争
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
の
世
代
間
連
鎖
と
修
復
の
試
み･････････････

村
本
邦
子	

219

は
じ
め
に
／
世
代
間
連
鎖
す
る
帰
還
兵
の
ト
ラ
ウ
マ
／
Ｈ
Ｗ
Ｈ
と
の
出
会
い
／
日
中
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し

た
Ｈ
Ｗ
Ｈ
の
取
り
組
み
／
成
果
と
課
題
／
お
わ
り
に

第
17
章　

第
二
次
世
界
大
戦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
影
響

─
自
殺
に
焦
点
を
当
て
て･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

竹
島　

正	

232

は
じ
め
に
／
方　

法
／
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
自
殺
率
の
推
移
／『
統
計
實
話
』
と
「
精
神
衛
生
資
料
」／

第
二
次
世
界
大
戦
前
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
／
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
自
殺
の
減
少
／
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
自
殺
の
増
加
／
ま
と
め

─
戦
争
は
自
殺
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
何
か

第
18
章　
「
身
体
化
さ
れ
た
軍
隊
経
験
」、

「
復
員
兵
の
子
」
と
い
う
ポ
ス
ト
メ
モ
リ
ー･･････････････････････････････････････････････････････････

蘭　

信
三	

245

は
じ
め
に
／
あ
る
陸
軍
下
士
官
の
軍
隊
経
験
／
復
員
兵
の
戦
後
家
族
の
な
か
の
「
戦
争
」、
そ
の
ポ
ス
ト

メ
モ
リ
ー
／「
復
員
兵
の
子
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ



第
19
章　

な
ぜ
日
本
人
は
戦
争
体
験
を
オ
ー
プ
ン
に
語
り
、

経
験
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
な
い
か･････････････････････････････････････････････････････････････････

森　

茂
起	

260

問
い
は
成
り
立
つ
か
／
ト
ラ
ウ
マ
の
性
質
／「
戦
争
の
子
ど
も
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／「
語
れ
な
さ
」
の
重
層

性
／「
日
本
」
の
困
難

第
20
章　

沖
縄
戦
の
記
憶
と
「
沈
黙
の
共
謀
」
─
四
つ
の
論
考
か
ら
考
え
る･･････････････････････････････

北
村　

毅	

273

「
沈
黙
の
共
謀
」
と
い
う
問
題
／
沖
縄
の
精
神
医
療
と
「
沈
黙
の
共
謀
」／
歴
史
的
・
文
化
的
ト
ラ
ウ
マ
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
／
加
害
体
験
と
「
沈
黙
の
共
謀
」

［
第
Ⅴ
部　
連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
応
答
］

第
21
章　

ト
ラ
ウ
マ
を
学
び
つ
つ
、

旧
満
州
に
渡
っ
た
女
性
た
ち
の
語
り
を
振
り
返
る････････････････････････････････････････････････

杉
山　

春	

285

『
満
州
女
塾
』
の
語
り
手
た
ち
／
女
塾
が
生
ま
れ
た
歴
史
的
背
景
／
子
ど
も
や
若
者
、
女
性
た
ち
が
守
り

を
失
う
と
き
／
支
配
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
何
か
／
弱
者
の
苦
し
み
を
科
学
す
る
力
が
生
み
出
す
も
の



第
22
章　

ト
ラ
ウ
マ
記
憶
の
抑
圧
・
否
認
を
め
ぐ
る
文
化
的
構
造

─
表
象
文
化
論
お
よ
び
映
像
研
究
の
立
場
か
ら･･･････････････････････････････････････････････････････････････････

角
尾
宣
信	

301

ト
ラ
ウ
マ
を
抑
圧
す
る
日
本
社
会
／
三
つ
の
視
座

─
「
文
化
的
ト
ラ
ウ
マ
」「
加
害
者
の
ト
ラ
ウ
マ
」

「
沈
黙
の
共
謀
」／
表
象
文
化
論
・
映
像
研
究
か
ら
の
応
答

第
23
章　

海
外
の
精
神
科
医
の
視
点
か
ら

─
戦
争
で
反
対
の
立
場
に
い
た
者
の
子
孫
と
し
て･･････････････････････････････････････････････････

キ
ャ
リ
ー
・
チ
ェ
ン	

314

背　

景
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
振
り
返
り
／
イ
ン
パ
ク
ト
と
示
唆

第
24
章　
［
講
　
演
］
日
本
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
ト
ラ
ウ
マ
を
癒
す

─
世
代
間
、
集
団
的
、
文
化
的
観
点
か
ら･･･････････････････････････････････････････････････････････････

オ
イ
ゲ
ン
・
コ
ウ	

323

は
じ
め
に
／
全
体
像
／
個
人
の
ト
ラ
ウ
マ
と
そ
の
長
期
的
影
響
／
ト
ラ
ウ
マ
と
集
合
的
心
／
世
代
間
お
よ

び
文
化
的
ト
ラ
ウ
マ
の
癒
し
／
外
部
者
の
見
方

あ
と
が
き･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

竹
島　

正
・
343




